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論 文 内 容 要 旨
[背 景]
喫煙 と飲酒は食道癌の確立 した危険因子と考えられているが,こ れ らの人 口寄与危険度割合は
十分に明 らかにされていない。 さらに,緑 茶の影響については一定の結論が得られていない。
[方 法]
本 研究で は2つ の前向 きコホー ト研究の結果を統合解析 して いる。生活習慣 に関す る 自記 式質
問票 を用 いて,40歳 以上 で癌 の既往 のない男性 を対象 と し,Cohort1で は9 ,008人,Cohort2
では11,715人 を対象 とした。Cohort1(9.0年 間 のフォローア ップ)とCohort2(7 。6年間の フォ
ローア ップ)で それ ぞれ38人 と40人 の食道癌の罹患を観察 した。 各 カテゴ リー間 の相 対危 険度
の算 出には,Coxの 比例ハ ザー ドモデルを用いた。
[結 果]
喫煙,飲 酒、緑 茶摂取 はすべて,食 道癌罹患 リスクの上昇 と関連 していた。生涯一度 も煙草 を
吸 った ことが ない男性,飲 酒を しない男性,緑 茶 を飲 まな い男性 と比べて,1日20本 以 上喫煙
す る男性,毎 日飲酒す る男性,1日5杯 以上緑茶 を飲 む男性 の統 合 された多変量 ハザー ド比(95
%の 信 頼 区間)は それ ぞれ,5.09(1,80-14.40)(傾 向性 のP値 くO.OOOI),2 .73(1.55-・4.81)(傾
向性 のP値=0.0002),1.67(0.89-3.16)(傾 向性 のP値=0.04)で あ った。 喫煙,飲 酒,緑 茶 の
食道癌 に対 す る人 口寄与危険度割合 はそれぞれ,72.0%,48.6%,22.1%で あった。
[結 論]
喫煙,飲 酒,緑 茶摂取はすべて食道癌罹患 リスクの上昇 と関連 し,本 研究で検討 したこれ ら変
数の中では,食 道癌に対する人 口寄与危険度割合は喫煙が最 も大きく,飲 酒,緑 茶がこれに続い
ていた。
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審 査 結 果 の 要 旨
食道癌 は,日 本人男性 におけ るがん死の原因 と して6番 目に多 い。 これまで喫煙 と飲酒は食道
癌 の確立 した危 険因子で あることが報告 されて きたが,こ れ らの人 口寄与 危険度割合 は十分 に明
らか ではない。 さらに,緑 茶の影響 につ いては一定の結論が得 られていない。本研究 は,喫 煙 ・
飲 酒及 び緑 茶摂取 が食道癌発生 リスクに及 ぼす影響を明 らか にす る ことを 目的 と して,宮 城県の
一 般地域住民 を対象 とす る2つ の前向 きコホー ト研 究の結 果を統合解析 した もので ある。
コホー ト1で は,宮 城県 内の3自 治体 に居住す る40歳 以上 で癌 の既 往 のない男性 で,生 活習
慣 に関す る 自記式質問票 に回答 した9,008人 を対象 と した。 コホー ト2で は,宮 城県 内の14自 治
体 に居 住す る40-64歳 で癌 の既 往の ない男 性 で,生 活 習慣 に関 す る 自記 式 質 問票 に回 答 した
11,715人 を対象 と した。 コホー ト1で は9.0年 間,コ ホー ト2で は7.6年 間 の追跡 調査 を行 い,
それぞれ38人 と40人 の食道癌の罹患を観察 した。 両 コホー トと も,喫 煙,飲 酒,緑 茶 の摂取 量
及 び食生活 に関 する項 目を調査 した。喫煙 につ いては,「 喫煙 しな い」,「過 去喫煙」,「喫煙1-19
本/日 」,「喫煙 ≧20本/日 」の4群 に対象者 を分類 した。飲 酒につ いては,「 飲 酒 しない又は時 々
の飲 酒」,「過去 飲酒」,「毎 日の飲酒」 の3群 に分類 した。 この分析 で は,週5日 以 上 の飲酒 を
「毎 日の飲 酒」,週5日 以下 の飲酒 を 「時々の飲 酒」 と定義 した。 アル コール飲 料の種類や量 は考
慮 しなか った。緑茶 については,「 飲 まない」,「1-2杯/日 」,「3-4杯/日 」,「≧5杯/日 」 の4
群 に対象者 を分類 した。 各 カテゴ リー間 の相 対危険度 の算 出に は,Coxの 比例 ハザー ドモデル
を用 いた。
その結果,喫 煙,飲 酒,緑 茶摂取 はすべ て,食 道癌罹患 リス クの上昇 と関連 していた。 喫煙 し
な い男 性,飲 酒を しな い男性,緑 茶 を飲 まない男性 と比べ て,1日20本 以上 喫煙 す る男性,毎
日飲酒す る男性,1日5杯 以上緑茶 を飲 む男性 では,多 変量ハ ザー ド比(95%信 頼 区間)は,そ
れ ぞれ5.09(1.80-14.40)(傾 向性 のP値 く0.0001),2.73(1.55-4.81)(傾 向性 のP値=0.0002),
1.67(0.89.3.16)(傾 向性 のP値=O.04)で あ った。 喫煙,飲 酒,緑 茶の食道 癌 に対 す る人 口寄
与 危険度割合 はそれぞれ,72.0%,48.6%,22.1%で あ った。
喫煙,飲 酒,緑 茶摂取 はすべて食道癌罹患 リスクの上昇 と関連 して いた。食道癌 に対 す る人 口
寄与 危険度割合 は,喫 煙が最 も大き く,飲 酒,緑 茶 の順 で続 いていた。本研究 は,日 本 人男性 に
おけ る食道癌 の危 険因子を検討 してい くうえで重要 な知 見を もた らす ものであ り,独 創性 に優 れ,
公衆衛生 学上 の意義 が大 き く,学 位 に値す る ものと考え る。 よ って,本 論文 は博士(医 学)の 学
位論文 と して合格 と認 める。
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